
第３回 日本遺産 信州上田・塩田平検定 
問  題  集 

 
受検に際しての注意事項 

１ 試験開始の合図があるまで、この問題集を開かないでください。 
２ 試験中、以下のもの以外は、すべてかばん等にしまい、足元に置いてください。 
  ・受検票 
  ・筆記用具（鉛筆、シャープペンシル） 
  ・消しゴム 
  ・時計（通信機能・撮影機能を有するものを除く） 
３ 携帯電話やスマートフォン等の端末機器は、アラーム機能を停止状態にするとともに、
電源を切ってください。 

４ 試験について 
 (1) 一般コース・ステップアップコース共通事項 
 ① 試験時間は、５０分です。 
 ② 試験官の試験開始の合図により試験を始めてください。 
 ③ 問題集及び解答用紙は必ず机の上に置いてください。 
 ④ この問題集には、問題が５０問掲載されており、１ページから１１ページ（ステップ

アップコースは９ページ）で構成されています。試験開始の合図後、まずページを調べ
て、印刷不鮮明、落丁等があれば、黙って挙手し、試験官に申し出てください。 

 ⑤ 解答は、配布した解答用紙に記入してください。 
 ⑥ 解答用紙の記入に当たっては、鉛筆又はシャープペンシルを使用し、熱によってイン

クが消えるボールペン（フリクションボールペンなど）は使用しないでください。 
 ⑦ 解答用紙の記入に当たって、修正する場合は、消しゴムで消して書き直してください。 
 ⑧ 解答用紙の所定欄に「受検番号」と「氏名」を正しく記入してください。正しく記載

されていない場合には、採点されない場合があります。 
 ⑨ 解答用紙の余白には、メモなどを記入しないでください。問題集には書き込みをして

も構いません。なお、問題集は持帰ることができます。 
 ⑩ 問題に関する質問には一切応じません。 
 ⑪ 試験が始まりますと、３０分間は退室できません。３０分経ちましたら合図しますの

で、そのときから退室しても構いません。 
   退室する場合は、問題集も含め、荷物を持って、一番後ろの出口にいる係員に解答用

紙を渡し、確認を受けた後退室してください。 
 ⑫ 試験中、やむを得ない事情で席を離れる場合は、挙手のうえ試験官の指示に従ってく

ださい。 
 ⑬ 試験終了の合図とともに直ちに筆記用具を置いてください。 
 ⑭ 試験官が解答用紙を集め終わり、指示するまで、席を立たないでください。 
 (2) 一般コースにおける解答の仕方について 
   各問題とも、解答は４つの選択肢の中から正解と考えるものを一つ選び、解答用紙の

解答欄にその選択肢の番号（数字）のみを記入してください。解答欄に複数の番号が記
載されている場合、その問題は不正解になります。 

一般コース 
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第 １ 問  日本遺産「信州上田・塩田平」の構成文化財のうち、認定ストーリーの「信
州の学海」の構成文化財には位置付けられていないものは、次のうちどれで
しょうか。 

     １ 前山寺三重塔 
     ２ 北向観音堂 
     ３ 安楽寺八角三重塔 
     ４ 常楽寺本堂 
 
 
第 ２ 問  法住寺虚空蔵堂のある地域は、次のうちどこでしょうか。 

     １ 独鈷山の南麓 
     ２ 独鈷山の北麓 
     ３ 独鈷山の東麓 
     ４ 独鈷山の西麓 
 
 
第 ３ 問  生島足島神社の夫婦欅と呼ばれる大木の樹齢は、次のうちどのくらいと推

定されているでしょうか。 

     １ ５００年を超える 
     ２ ６００年を超える 
     ３ ８００年を超える 
     ４ １０００年を超える 
 
 
第 ４ 問  次のうち３か所には内部に大日如来像が安置されていますが、これに該当

しないところはどこでしょうか。 

     １ 龍光院本堂 
     ２ 前山寺本堂 
     ３ 安楽寺八角三重塔 
     ４ 信濃国分寺三重塔 
 
 
第 ５ 問  天台宗別格本山である寺は、次のうちどこでしょうか。 

     １ 安楽寺 
     ２ 中禅寺 
     ３ 前山寺 
     ４ 常楽寺 
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第 ６ 問  西光寺の開基(＝寺の創建に当たり資金や資材を提供した人)は、次のうち
どの一族でしょうか。 

     １ 甲斐武田氏（かいたけだし） 
     ２ 塩田北条氏（しおだほうじょうし） 
     ３ 越後上杉氏（えちごうえすぎし） 
     ４ 上田藩主真田氏（うえだはんしゅさなだし） 
 
 
第 ７ 問  中部日本最古の木造建築物は、次のうちどれでしょうか。 

     １ 北向観音堂 
     ２ 西光寺阿弥陀堂 
     ３ 安楽寺八角三重塔 
     ４ 中禅寺薬師堂 
 
 
第 ８ 問  泥宮の御神体は、次のうちどれでしょうか。 

     １ 水 
     ２ 山 
     ３ 泥 
     ４ 岩 
 
 
第 ９ 問  次の文字のうち、信濃国分寺で頒布される「蘇民将来符」に描かれていな

い文字はどれでしょうか。 

     １ 大福 
     ２ 長者 
     ３ 蘇民 
     ４ 太平 
 
 
第１０問  舞田の石造五輪塔の建立は、次のうちどの時代と考えられているでしょう

か。 

     １ 平安時代 
     ２ 鎌倉時代 
     ３ 室町時代 
     ４ 江戸時代 
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第１１問  長福寺の銅造菩薩立像が長福寺に移される前にあった所は、次のうちどこ
でしょうか。 

     １ 長野市松代町の旧武家屋敷 
     ２ 飯山市の寺 
     ３ 上田市真田町の寺 
     ４ 上高井郡小布施町の旧家 
 
 
第１２問  前⼭の塩野神社には、本殿にある彫刻の龍の⽬⽟を村人が取ってしまった

という⺠話が残されていますが、龍の⽬⽟を取ってしまった理由は、次のう
ちどれでしょうか。 

     １ 龍が拝殿の屋根を遊び場とし、屋根が壊れそうになったため 
     ２ 龍が盤座（いわくら）を遊び場とし、神が怒ると考えたため 
     ３ 龍が御神木を遊び場とし、木が枯れそうになったため 
     ４ 龍が境内を流れる塩野川を遊び場とし、水が汚れてしまったため 
 
 
第１３問  中禅寺の木造薬師如来坐像についての記述で間違っているものは、次のう

ちどれでしょうか。 

     １ 像高は９７．８ｃｍである 
     ２ いわゆる「藤末鎌初」の仏像である 
     ３ 県宝に指定されている 
     ４ 台座に流鏑馬（やぶさめ）を描いた墨書戯画が見られる 
 
 
第１４問  鞍が淵で生まれた⼤柄な男の⼦の物語である「小泉小太郎伝説」で、小太

郎の母は、次のうち何であったでしょうか。 

     １ 龍（りゅう） 
     ２ 鹿（しか） 
     ３ 白馬（はくば） 
     ４ 大蛇（だいじゃ） 
 
 
第１５問  常楽寺の石造多宝塔が建てられた年は、次のうちいつでしょうか。 

     １ 天長２年（８２５年） 
     ２ 永長２年（１０９７年） 
     ３ 弘長 2年（１２６２年） 
     ４ 正長 2年（１４２９年） 
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第１６問  「全国ため池百選」に選定されている「塩田平のため池群」の東塩田にあ
る次のため池のうち、谷池として築造されたのは、次のうちどれでしょうか。 

     １ 浅間池（あさまいけ） 
     ２ 居守沢大池（いもりざわおおいけ） 
     ３ 中池（なかいけ） 
     ４ 下之郷新池（しものごうしんいけ） 
 
 
第１７問  東日本で、生島大神と足島大神を祀る神社は、生島足島神社のほか、次の

うちどれでしょうか。 

     １ 鹿島神宮 
     ２ 三島大社 
     ３ 皇居内宮中三殿 
     ４ 岩木山神社 
 
 
第１８問  安楽寺八角三重塔が創建されたのは、次のうちどの年代とされているでし

ょうか。 

     １ １１９０年代 
     ２ １２９０年代 
     ３ １３９０年代 
     ４ １４９０年代 
 
 
第１９問  信濃国分寺の「八日堂縁日図」に描かれているのは、次のうちどれでしょ

うか。 

     １ 人々が回向柱に触れている様子 
     ２ 三重塔内部の大日如来像 
     ３ 農具などが商われている様子 
     ４ 僧侶が読経している様子 
 
 
第２０問  次のお寺のうち、本堂の本尊が薬師如来であるお寺はどれでしょうか。 

     １ 安楽寺 
     ２ 常楽寺 
     ３ 龍光院 
     ４ 信濃国分寺 
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第２１問  奈良尾石造大姥坐像が建立されたのは、次のうちどの年代とされているで
しょうか。 

     １ １３００年代 
     ２ １４００年代 
     ３ １５００年代 
     ４ １６００年代 
 
 
第２２問  お寺の宗派で、正しい組み合わせは、次のうちどれでしょうか。 

     １ 西光寺 真言宗 法住寺 天台宗 信濃国分寺 天台宗 龍光院 曹洞宗 
     ２ 西光寺 天台宗 法住寺 真言宗 信濃国分寺 天台宗 龍光院 曹洞宗 
     ３ 西光寺 天台宗 法住寺 天台宗 信濃国分寺 曹洞宗 龍光院 真言宗 
     ４ 西光寺 真言宗 法住寺 真言宗 信濃国分寺 曹洞宗 龍光院 真言宗 
 
 
第２３問  北向観音堂の建物は、昭和３６年（１９６１年）に善光寺本堂と同じ造り

に増改築されましたが、その造りは、次のうちどれでしょうか。 

     １ 宝形造り（ほうぎょうづくり） 
     ２ 切妻造り（きりづまづくり） 
     ３ 寄棟造り（よせむねづくり） 
     ４ 撞木造り（しゅもくづくり） 
 
 
第２４問  弘法大師が彫ったという伝承がある「末木の薬師」の仏像は、次のうちど

の写真でしょうか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      １         ２        ３       ４ 
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第２５問  久保池が築造された年は、次のうちどれでしょうか。 

     １ 天正 4年（１５７６年） 
     ２ 寛文 3年（１６６３年） 
     ３ 正徳 3年（１７１３年） 
     ４ 文化 3年（１８０６年） 
 
 
第２６問  次のうち、前山寺三重塔の写真はどれでしょうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      １         2         ３        ４ 
 
 
第２７問  生島足島神社の摂社諏訪社についての記述で正しいものは、次のうちどれ

でしょうか。 

     １ 蛇が禁忌の動物である 
     ２ 現在の本殿が建てられたのは、慶長１５年(１６１０年)である 
     ３ 現在の本殿は、真田昌幸によって建てられた 
     ４ 諏訪社と生島足島神社の本殿の間には、宮池がある 
 
 
第２８問  次の行事で、国、長野県又は上田市の無形民俗文化財に指定されていない

ものはどれでしょうか。 

     １ 岳の幟 
     ２ 生島足島神社の御柱祭 
     ３ 保野塩野神社の祇園祭 
     ４ 信濃国分寺の蘇民将来符頒布習俗 
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第２９問  次のうち、五輪塔を構成する五つの「輪」でないものはどれでしょうか。 

     １ 火輪 
     ２ 土輪 
     ３ 風輪 
     ４ 空輪 
 
 
第３０問  北向観音堂の善光寺地震絵馬に描かれている人物で、北向観音で受けたお

札のおかげで災難を逃れた人は、次のうち誰でしょうか。 

     １ 尾張の市之助 
     ２ 江戸の勘兵衛 
     ３ 三河の三五郎 
     ４ 大坂の清右衛門 
 
 
第３１問  信濃国分寺石造多宝塔が建立されたのは、次のうちどの時代とされている

でしょうか。 

     １ 平安時代 
     ２ 鎌倉時代 
     ３ 室町時代 
     ４ 安土桃山時代 
 
 
第３２問  明治時代に、二つの地区が共同で管理することから名付けられた「共有池」

（ともいけ）は、舞田のほか、次のどの地区が共同管理しているでしょうか。 

     １ 五加（ごか） 
     ２ 中野（なかの） 
     ３ 保野（ほや） 
     ４ 下小島（しもこじま） 
 
 
第３３問  信濃国分寺跡の東北隅の高台にあり、レイラインの起点となっている神社

は、次のうちどれでしょうか。 

     １ 国分神社 
     ２ 皇子神社 
     ３ 八幡神社 
     ４ 諏訪神社 
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第３４問  別所温泉の岳の幟行事で、最初に神事が行われる九頭龍神（くずりゅうし
ん）の祠（ほこら）がある山は、次のうちどれでしょうか。 

     １ 夫神岳（おがみだけ） 
     ２ 大明神岳（だいみょうじんだけ） 
     ３ 独鈷山（とっこさん） 
     ４ 女神岳（めがみだけ） 
 
 
第３５問  龍光院は、次のうち誰の菩提を弔うため開創されたでしょうか。 

     １ 木曽義仲（きそよしなか） 
     ２ 手塚太郎金刺光盛（てづかたろうかなさしみつもり） 
     ３ 北条義政（ほうじょうよしまさ） 
     ４ 真田昌幸（さなだまさゆき） 
 
 
第３６問  塩田地域で名称や貯水量等が把握されているため池の数は、次のうちどれ

でしょうか。 

     １ ３６ 
     ２ ４１ 
     ３ ５２ 
     ４ ６１ 
 
 
第３７問  八木沢天満宮に祀られている祭神は、次のうち誰でしょうか。 

     １ 菅原道真（すがわらみちざね） 
     ２ 応神天皇（おうじんてんのう） 
     ３ 素戔嗚尊（すさのおのみこと） 
     ４ 木曽義仲（きそよしなか） 
 
 
第３８問  保野で中世に立った市は、次のうち、月に何回行われたでしょうか。 

     １ ３回 
     ２ ４回 
     ３ ６回 
     ４ ８回 
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第３９問  前山寺の本尊は、次のうちどれでしょうか。 

     １ 釈迦如来（しゃかにょらい） 
     ２ 阿弥陀如来（あみだにょらい） 
     ３ 大日如来（だいにちにょらい） 
     ４ 薬師如来（やくしにょらい） 
 
 
第４０問  「別所五木」のうち、「ねじり紅葉」のある所は、次のうちどこでしょうか。 

     １ 安楽寺 
     ２ 常楽寺 
     ３ 北向観音堂 
     ４ 大湯薬師堂 
 
 
第４１問  鎌倉時代に安楽寺が中興開山したときの宗派は、次のうちどれでしょうか。 

     １ 天台宗（てんだいしゅう） 
     ２ 臨済宗（りんざいしゅう） 
     ３ 律宗（りっしゅう） 
     ４ 曹洞宗（そうとうしゅう） 
 
 
第４２問  別所神社の本殿の背に祀られている祭神は、次のうちどれでしょうか。 

     １ 九頭龍神（くずりゅうしん） 
     ２ 御嶽大神（おんたけだいじん） 
     ３ 本朝縁結大神（ほんちょうえんむすびおおかみ） 
     ４ 天照大御神（あまてらすおおみかみ） 
 
 
第４３問  「全国ため池百選」にも選定されている「塩田平のため池群」のため池の

うち、正保２年（１６４５）の改修前に「泥池」と呼ばれていた池は、次の
うちどれでしょうか。 

     １ 男池（おとこいけ） 
     ２ 女池（おんないけ） 
     ３ 荒池（あらいけ） 
     ４ 上窪池（かみくぼいけ） 
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第４４問  生島足島神社文書のうち、「願文」（がんもん）を納めたのは、次のうち
誰でしょうか。 

     １ 上杉謙信（うえすぎけんしん） 
     ２ 武田信玄（たけだしんげん） 
     ３ 真田信幸（さなだのぶゆき） 
     ４ 真田昌幸（さなだまさゆき） 
 
 
第４５問  安楽寺の伝芳堂にある２人の僧の「頂相」（ちんぞう）は、樵谷惟仙と、

もう一つは、次のうち誰のものでしょうか。 

     １ 幼牛恵仁（ようぎゅうえにん） 
     ２ 無関普門（むかんふもん） 
     ３ 慈覚大師（じかくだいし） 
     ４ 弘法大師（こうぼうだいし） 
 
 
第４６問  「全国ため池百選」にも選定されている「塩田平のため池群」のため池の

うち、近くにあった寺の名前にちなんで池の名前が付けられたため池は、次
のうちどれでしょうか。 

     １ 平井寺池（ひらいじいけ） 
     ２ 清水池（しみずいけ） 
     ３ 不動池（ふどういけ） 
     ４ 来光寺池（らいこうじいけ） 
 
 
第４７問  2 つの中性長石がＸ形に交わって晶出した鉱物で、弘法山でしか産出しな

い石は、次のうちどれでしょうか。 

     １ 蛇骨石（じゃこついし） 
     ２ ちがい石（ちがいいし） 
     ３ 灰沸石（かいふっせき） 
     ４ かなめ石（かなめいし） 
 
 
第４８問  北向観音堂の参道脇にかつてあった寺の名前は、次のうちどれでしょうか。 

     １ 長楽寺（ちょうらくじ） 
     ２ 勝楽寺（しょうらくじ） 
     ３ 信楽寺（しんらくじ） 
     ４ 高楽寺（こうらくじ） 
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第４９問  塩田は「信州の学海なり」と、塩田で修行した名僧無関普門が残した言葉
を記した「信州の学海」の碑がある学校は、次のうちどこでしょうか。 

     １ 東塩田小学校 
     ２ 中塩田小学校 
     ３ 塩田西小学校 
     ４ 塩田中学校 
 
 
第５０問  常楽寺を開創したと伝えられているのは、次のうち誰でしょうか。 

     １ 弘法大師（こうぼうだいし） 
     ２ 慈覚大師（じかくだいし） 
     ３ 伝教大師（でんぎょうだいし） 
     ４ 大明国師（だいみんこくし） 
 


